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原著論文

行為を実演 した記憶 と想像 した記憶の違い

一 ソース ・モニ タ リング課題 に よ る検 討一 〉

加 地 雄 一2>・ 仲 真 紀 子

北海道大学

Thedifferencesbetweenmemoiesofenactedactionsand

imaginedactions

一lnvestigationofsourcemonitoringtasks一

YuichiKAJi*andMakikoNAKA*

ffokhaidoひniversity

Thedifferencesbetweenmemoriesofenactedactionsandimaginedactionswereinvestigated

byusingtw◎kindsofsourcemonitoring(SM)tasks.ExperimentlinvolvedaninternalSMtask

inwhichtheparticipantswereinstructedtoperform,imagine,orvoca玉izetheactionsdescribedin

sentences.Theywerethengivenarecognitiontest,andiftheyrecognizβdasentencetheywere

askedwhethertheyhadperformed,imagined,orvocalizedit.InExperiment2anexternalSMtask

wasusedandtheactlonsentenceswerepresentedbyeitherarnaleorfemalevoice.The

participantswereinstructedtoperform,imagine,orvoca工izeeachsentence,andthentooka

recognltiontest.Iftheyrecognizedasentencetheywereaskedwhichvoicepresentedit.The

resuユtsshowedthatintheinternalSMtask(Exp.1),therewerefewerSMerrorsfortheenacted

conditionthanfortheimaginedcondition.Adifferencewasnotfoundfortheseconditionsinthe

externalSMtask(Exp.2).Thesefindingssuggestthatenactment,ratherthanimagining,

facilitatesinternalbutnotexternalSMpr◎cessing.

Keywords:Subject・PerformedTasks(SPTs),sourcemonitoring,recognition

行 為 事 象 の 記 憶 は,1980年 代 初 頭 か ら被 験 者 実 演 課

題(Subject-PerformedTasks:SPTs)と 呼 ば れ る記 憶 課

題 を 用 い て 研 究 さ れ て き た(レ ビ ュ ー と して は 金 敷,

2002;Nilsson,2000を 参 照 の こ と).SPTsの 典 型 的 な

手 続 きで は,学 習 時 に行 為 文(e.g.,``ペ ンを持 ち上 げ る)))

の リス トを実 験 参 加 者 に呈 示 し,文 が 示 す 行 為 を実 演 す
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1)本 研 究 は,平 成15年 度 に東 京 都 立 大 学 大 学 院 人

文 科 学 研 究 科 に 提 出 した修 士 論 文 を加 筆 修 正 した

もの であ る.

2)本 研 究 を 行 うに あ た り,首 都 大 学 東 京 都 市 教 養 学

部 市 原茂 教 授,沼 崎 誠 助 教 授 に多 くの示 唆 を い た

だ い た,ま た,実 験 に は多 くの学 生 の協 力 を得 た.

記 して感 謝 す る.

る よ う求 め る.そ の後,自 由再 生 ま た は再 認 テ ス トを実

施 す る.テ ス ト時 に は実 演 は求 めず,想 起 内 容 を 言 語 的

に報 告 して も らう のが 標 準 的 な手 続 き で あ る.比 較 対 象

と な る統 制 条 件 で は,学 習 時 に単 に行 為 文 を呈 示 す るの

み で,行 為 の 実 演 は 求 め な い.こ の 統 制 条 件 はVTs

(VerbalTasks)と 呼 ば れ て い る.

SPTsを 用 い た 実 験 の 典 型 的 な 結 果 は,SPTsの 記 憶

成 績 がVTsの 記 憶 成 績 よ り も高 い と い う も の で あ る

(e.g.,CGhen,1981).こ れ はSPT効 果 あ る い は行 為 実 演

効 果(enactmenteffect)と 呼 ば れ て お り,我 が 国 で も藤

田(e.g.,1995),金 敷(e.g.,1999)ら に よ って確 認 さ れて

い る.

SPTsに お け る記憶 メ カ ニ ズ ム の説 明 と して,現 在 の

と こ ろ 最 も有 力 な 説 は 運 動 プ ロ グ ラ ム 説(e.g.,Enge1-

kamp&Zimmer,1984)で あ る,運 動 プ ロ グ ラ ム と は,
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The differences between memoies of enacted actions and 
imagined actions 

- Investigation of source monitoring tasks-

Yuichi KAJI* and Makiko NAKA* 

Hokkaido University 

The differences between memories of enacted actions and imagined actions were investigated 
by using two kinds of source monitoring (SM) ta!=iks. Experiment 1 involved an internal SM task 
in which the participants were instructed to perform. imagine, or vocalize the actions described in 
seIltences. They were then given a recognition test, and if they recognized a sentence they were 
asked whether they had performed, imagined, or vocalized it. In Experiment 2 an external SM task 
was used and the action sentences were presented by either a male or female voice. The 
participants were instructed to perform, imagine, or vocalize each sentence, and then took a 
recognition test. If they recognized a sentence they were asked which voice presented it. The 
results showed that in the internal SM task (Exp. I), there were fewer SM errors for the enacted 
condition than for the imagined condition. A difference was not found for these conditions in the 
external SM task (Exp. 2). These findings suggest that enactment, rather than imagining, 
facili tates internal but not external SM processing. 

Key words : Subject·Performed T asks (S PTs), source monitoring, recognition 
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行為を実演するのに必要な知識であり,実 演に伴う感覚

情報や.行 為文に関する概念的知識とは区別される.こ

の説によれば,SPT効 果 においては,運 動プログラムの

活性化が重要な役劃を果たしているとされる.こ の説の

根拠の一っに,SaltsandDonnenwerth-Nolan(1981)

の研究がある.彼 らの実験では,① 実演学習は視覚干渉

課題よ りも運動千渉課題によって阻害され,② 視覚 イ

メージ学習は運動千渉課題よりも視覚干渉課題によって

阻害されるという結果が得られている。

しか し最近,行 為を想像(イ メージ)す るだけで も実

演と問様の効果が生 じるという研究があらわれた.Kor-

rzni・Nouri(2000)は,実 際 の行為 実際の対象物,行 為の

イメー一ジ,対 象物のイメージを体系的に操作 して実験を

行った,彼 は四つのSPT条 件,す なわち①実際の行為 ・

実際の対象物条件(実 際の対象物を用いて実際に行為す

る),② 実際の行為 ・対象物のイメージ条件(対 象物のイ

メージを用いて実際に行為する,以 下同様),③ 行為のイ

メージ・実際の対象物条件,④ 行為のイメージ・対象物

のイメージ条件を設け,VT条 件 と比較 した.そ の結果,

SPTsの 自由再生は全体的にVTsよ りも高かったが,四

つのSPT条 件間に差は見 られなかった.少 なくとも行

為文の記憶に果たす役割においては,実 演によって作 ら

れた記憶表象と想像することによって作 られた記憶表象

には違 いがないことになる.こ のことか ら,Kormi-

NGuri(2000)は,SPTsに お いて運動に特有なプログラ

ムを仮定することを否定 している.

また,研 究の目的は異なるが,行 為の実演によって作

られた記憶表象 と,想 像によって作 られた記憶表象の区

別が困難であることを示 した研究 もある.例 えばGoff

andRoediger(1998)は,行 為 を実演するところを繰 り

返 し想像すると,回 数の増加に伴い,学 習時には実演 し

なかった行為文を"実 演した"と 誤 って判断する率が高

くなることを示 した.彼 らの実験では,セ ッション玉

(学習フェーズ)に おいて,参 加者は行為文を聞くか,実

演するか,想 像するよう求められた.セ ッション2(想

像 フェーズ)で は,参 加者は行為文に対応する行為をO,

1.3,ま たは5回 想像 した.想 像 した行為には,セ ッショ

ン1で 呈示 された行為文だけでなく,新 しい行為文 も含

まれていた.セ ッション3(テ ス ト。フェーズ)で は,

ディストラクター項目を含めた行為文が呈示 され,参 加

者はセッション1に それが"あ った"か どうか判断する

よう求められた。また,"あ った"と 回答した場合には,

それを聞いただけなのか,想 像 したのか,実 演 したのか

を答えるよう求められた.そ の結果,セ ッション2に お

いて行為を想像 した回数が多いほど,参 加者は,セ ッ

ション1で 実演 していない項目を誤って実演 したと答

えることが多かった.こ の結果は,行 為を想像すること

により,実 演と同等の記憶表象が作られうることを示 し

ている.

ThomasandLoftus(2002)も 同様のパラダイムを用

いた実験を行っている.こ の研究は,普 通の行為(e.g.,

コイ ンをはじく)だ けでなく奇異な(bizarre)行 為(e .g.,

サイコロの上に座る)で あっても,想 像を繰 り返すと,

実演 しなかった行為を誤 って`寅 演 した"と 答えるエ

ラーが増えることを示した.さ らにThomasandBule-

vich(2003)は,行 為 だけでなく知覚的情報についても

想像するよう教示 した(e.g.,カ ェルにキスをするところ

を想像する場合,カ エルの色や,馨 とカエルが接触 した

感触をも想像する).そ の結果,実 際には実演しなかった

奇異な行為も知覚的に精緻化され,"実 演 した"と 誤 って

判断されることを示 した.

こ うした近年の研究は,実 演によって作 られた行為の

表象と想像によって作られた行為の表象が類似 している

こと,条 件によっては区別がっかなくなることを示唆 し

ている,し か し直感的には,少 なくとも表象が作 られた

直後においては,実 際に行なった行為と想像 した行為と

では,異 なる記憶表象が作られるように思われる,実 際,

ソース ・モニタリング(SourceMonitoring:SM)(e.g.,

Johnson,Hashtroudi,&Lindsay,1993>の 枠組みによ

れば,実 際の出来事の記憶と想像 された出来事の記憶で

は,記 憶表象に含まれる情報の種類は異なると考えられ

ている.そ うだとすれば,実 演した行為の記憶 と想像 し

た行為の記憶において も,そ の記憶特性は異 なるだろ

う.本 研究では,行 為を想像することによって,実 演し

た場合と同 じ記憶表象が形成 されるのかについて,SM

3)内 的SMは リア リテ ィ ・モニタ リング(reality

monitoring:RM)と 呼 ばれる こともある.RM

は内的ソースと外的ソースを区別する活動を指 し,

何 を内的あるいは外的 とするかによって異なった

二っの定義が可能 となる用語である,一 っは,自

己を内的とし,自 己以外を外的とする定義である.

この定義に従えば,あ る事象を自分が言 ったのか,

他 者か ら聞いたのかについての弁別が,RMに あ

たる.も う一っは,カ バート(covert)な 活動を内

的とし,オ バー ト(overt)な 活 動を外的とする定

義である.こ の定義に従えば,あ る事象を自分が

言 ったのか,単 に想像 しただけなのかにっいての

弁別がRMに あたる.こ の場合は,起 源が自己に

由来する記憶同士を弁別する活動 という点で,内

的SMの 定義 と重なる.し たがって本研究では,

2種 類 の定義が可能なRMで はなく,定 義がより

厳密な内的SMと い う用語を用いた.

fil\\ 0, :J;;ij;-t " <1J I~&'~ '" ~ll\1" '" ~ . )l!;ilii I;: I'i' -j E«:><: 
111l1!'(>, fi.llJtI~Il!IT" a~((.J~r.t Co It om " te". ;: 
<1J1~1;: J; Itl!. SPT ~lJ!l!IU, I' Tit. il1i1!JP' 0 '/ '7 1.,(/) 

f5ttltlJ'lIi'll' I.lltil!o,!<! I:: V el'" Co " n". .:. <1Jt~<1J 
mftl.l.OJ--,) j;:, Salts and Donnenwerth-Nolan (1981) 

O)iVI>'i:IJ' '" ". 1I!i" <1J",Q"l? IJ:. (j))I!;ii!1'Jt'i!\' It lJ!Jt'fi1l' 
ilUiiJ: ~ "ill!:£IJ'fi1l'!i!!l'Ji I~ J; ~ T'J! 11< '" It . ®m:w:-{ 
j - y'lt'll'I;I~1IJ'fi'Ji!;HI!iJ: ~ t.m:f.t'fi!P!l!rulloJ:,, ' 

~'§'1!J ~ .tL ~ C t.1 oj *t~IJ~~@o; n -C \, \ {,. 

L~L~~ fia~ •• ( -{~-Y)T"~~1" •• 

i;il Co FoIi"'<1JWJl!U'~ t; " c I' -j lilP<b'''' "nn 1::. Kor· 
mi·Nouri (2000J 1;1. 'iH~<1Jfia. "'1l!f.<1JXi&~ . fia<1J 
-{ ~ - y . ttSl.l!IJ<1J -{ ~ - Y Hj:*Il'JI~Ji,!/'F L T)I!;~iH' 
fi~ 1::. iltl;lI!!l-:><1J SPT !l;<f4. -ttJh1;<D:;i1~<1J1i'" . 
.AA\<1J :/tRl1m!!ki'f ()I!; AA\ <1Jtt~m"'lI! \' ,li<~ I~ iTa T 
,,). ®lIi:AA\<1Jrrlli • :/tRl!IiJ<1J 0{ j - Y~i'f (~·t*,1!IJOJ-{ 

j - Yo,Ill P,.l'Ii\lofil\\-t". VJTFoIl!l). @1illio)1 
j-,, · .~O)tt&!IiJ~f4. @ITA<1Jo{j-y · tt&~ 

<1Jo{ j - "~i'fH5l:1t. VT ~f4Co J±.t1L1;:. ~<1JIIi~. 

SPTs <1J§ Elljlj'EIt~i*ll'J lo VTs J; ~ t.illili' ~ I::b'. I!!l 
-:><1J ~T~f4~~.I;I •• na~ ~ ~ ~aC ~ 'fi 

lil>C<1J !ci!lojlld: -t1l<~'II;: iH' "CIt. .;;1!I~ J: ~ TfF" 
nl::!Gjg~&UlH!!t-t,,;: Co ~J; ~ ,fF" nl::!c~",& 
I:I;t..i!I. 'i)H,i:\,'ccl;:tJ,o. i:.O)C-<:iJ).i? , Kormi­

Nouri (2000J 1;1. SPTs I: 13 I',;li! 10'l'f11ftJ 7' 0 'J' '7 

,/" .... !&JE-t" .:. c ~l!iJE L"t: \' ". 

t.t;:, 1i1f~<1J§9'J ItJilt."., . rrl.\\<1J"iliil~.Ie~'I" 

'" It 1::1G1l!l!<1!I. ~ . :t!!fO<l< J; ~ ,/'F" nl::ictil!<i><OJIR 
~11;,'mil1" '" " ;: c 0, if- Lt~ 1iJIP< t '-' <> . f!'!"-li Goff 

and Roediger (1998J 1;1:. fit-\{-ll1i!ii-t" Co;: "~iil~ 
ili:L:t!!It1-t "I: . @]~<1Jl\'i1JDI~i'I'l" *i!rI"-'f~I;I:!I;;I&L 

ti.t;)"")t.:.ft~:t~ ·~iliiLt~" C~"")L~Jit1T-tO*tJ{Mj 

< li.o L C~;F Lt.:. fi:i;t7J~Q'Z."';t:, -t!.y ~ '9 ;...- ! 

(*i!rI7~-X) 10>;1 ',. il'1Jn'l'1ltfilil>C"'jl,'C.'.ll1 

;;;;T"/.J,. :t!!fi-t"J:-;>J(" ""I::. "'" "'." 2 (. 
fi'l7 ~ -;() 1" 1;1. il'1Jn>:l l;lrr:4:i<: 1< MJ6-t '-' ii';!\{- O. 

1. 3. t. I:: 1;1: 5 JEElP.@' L 1::. !l'.~ L I::rr:4l~ IJ: . "", '" • 

" 1 1:li!J'F '" ttl::fi1..:i<:~ 111" fJ C. ~ L\ 'fiA>c t f'; 

'* t1.. "C ~ \ t:. . -It ':/ Y '9 /' 3 (T.A I- • 7 ~ -;() C' ~;I:, 

7< A ~ '7? j -t.i1§~f;;"1::1Tl!\>Cb'¥.-i<"'n. *1)0 
.1t""'~" l ~~n~·e~I::·~~-j~"~~" 

J:.?*;;')~ttt.:. it:. . u~ ? t:." c@]:&t..,t.:~~t;:,;t , 

~1t"'JlIJ\'I::~lftJ<1J/.J'. m.LI:: <1JIi'. J<;i;ilLI::O) ;,' 
~~ilQJ:.?~~~:tl.t:.. ~0)$5~. "t ~/.y 3 /21:1> 

1 " fi"'H!!f!RLI::@]l!Ii:li'~ lq;!~. ~1m.,;I, .., ., 

163 

y , ;/ 11"1l>iiii L ,I' t.i I 't.i1§ H!h ,ll1ilii L I:: c '" 
7... ~ <:.. c..iJ1.fGlJ)? t.:. ;: U)*5!~Uj:, fi~-2--~MT ~ i: c.. 
I~ J: ~. ll!iiIi ~ iCI'li'OJlcliul!l.li'/'F "tL -j ~ ;: c o,J'F L 
"'(1,,\ O. 

Thomas and Loftus (2002) {, !6lflO)f" "7 ~,.oj' b.-a:-Jf.I 

1.\t:~9-a-1T""J L~ '':' . ;: O)IiJf~,;t, ~illi0)17~ (e.g., 

::J1 ";/~'1t.;<) t::'lj'T:tJ.<~jttJ(bizarre)rr~ (e.g., 

"'I"1 => D<1JJ: I<l;i!,,) 1"e~, •. mfiHt~;g-tc. 

ji;iJljl-I'.' " l::iTAH\'h' ".ililLI::" 1:1l',,-,",'" 
'7 - tlfit;t ~ .: c t- ff-: L t: . ~ G I;: Thomas and Bule­

vich (2003J 1;1. ITA ~ 11 1" t. C ~:ll:9'JtII¥fl 1< -:> I '"t: ., 

:f!'.fi'I-t"J;-jfj:J'F Lt;: (e.g .. 11""v~4-""'T"I: ;:" 

"':f!!J!II~"t,!!~ . :o""v<1Jg,,~. llf/;I1""vll'Il:!!!LI:: 
!\l\!!o, tl!H!I!j- 0). i- <1Jllillt ji;:!!H~ i;I!i<i;ii Lt.b' ~ I:: 
~1il t. fi"." llJ1I:1l'J ~ liillHt '" 11., ."';;ii l- 1::. c l!h , 
jojlllT ,Hl;;;: c~J'FLt~. 

;: -j L I:: ;fr!f. <1J 1ilP< 1;1 • ;ilil\i ~.Ie ~,fF '" n I:: filii <1J 
;1<'" c '!l!~1< J: ~ TIf '" 1t1::1i:4<1Jl!<g,.'!lif\;! L "c\, '-' 

.:. C. :\\1'1'1< J; ~ T 111R~ljli'-:> b' " ( t. " ;: c -1:-*111< L 
TI'o. LIi'Li/U!&9'JI<li. ~t,,( /;MU/IJ'fF",nl:: 
i!!1"~ j:;\'"CI;I. ~MlI:rrfJ" t~1i:1'l~!ll{gtLt<1i~c 

1" Ii. Oll"" ;ct!£<&;6'If " It <i J; -j ,,~t>tL <i. 11;,-\\. 

'J - A • to ~ '1 I) /' P" (Source Monitoring: SM) (e.g., 

Johnson, Hashtroudi, & Lindsay, 1993) O)~*-HJ).I;:J:. 

tL If . !iO!!l <1J tI!*$O) ;clH: '!!!{ff. '" It I:: 1:!J*l!l C)lcl\i1" 

iJ:. Ic!i*l!t I~ $ t.1t " IJ!i'¥\(OJfO'lIlI;tJ!tJ " c >t "- "It 
,\' O. ~ -; ~ /; ~1t:;I'. .iill Lt~rr:1'l<1JncllH: ll!~ L 
I:: iTlil 0) !Gill 10 13 I', b . ~ OJfc~t'il!tI;t~t. " ~ <> 
-j. *1iJ1~1"I;I. fi""HlH!I!T Q ;: c I: J: ~ " lI"ilii L 
I::ij\~ c jo] !; Ict~il<IOtIl%Jit;:, 11. " 0) b' I~'" I',. SM 

3) !iq Y-J SM ,;t I) 7 I) 7-.of • t-';" ~ I) /' P" (reality 
monitoring: RM)caif.!;(h!>':c{'if.,':'. RM 
1;lf'J9'J y - " Ci'j.1i<J y - ""'IR~lj-t" i1i'tH:1l! L. 
for" f'J9'J'" <> I "i~9'J I: -t "Ii, I~ J; ~ T~ t. ~ I:: 
':::'?OJJEl'J!iJ'CJM'UJ"'IHli,·;jj". -?iJ:. § 
C'.H'I9'Jc L. §c.VJ~Hi·(f.Jc-t"JE"1"e ". 
C 0):gill10 i!!:"-It. "'" 'll1Ot '" J3 >t/)',h t~ <1J b' . 
fl!J~Ii,,,r>llI 'I:: <1JiJ':O?I " C)1r~llb' . RM ~t.> 
t:~. b-j--::H;t, tJr:'-1- (covert)t.($iIJ~pq 

8'Jc L. *" - ~ (overtJ f.tMIJo,~9'J~-tQJE 
ft 1: t.> ". ;: <1J JE;jI[I~ iIt"-lt. .., 0 1J!:1!I. '" § 11/)' 
-g ~ t: (/J tJl. Jt11:: :t!!.l3!. L 1:. t: 1:1" fJ. (J) tJ) ,;: "":) 1,.'"( 0) 

1fgljli' RM I: t.>1:: <>. L OJJjilfrli. ~iJi(.?'§C'. IO 

Ell*j-"lcttFol±{-lHlj'j "IMbc \, -).9.1:. f'J 
9'J SM <1J )Ejl c 11". " . L I::~ ~ '*IiJ1:1i:1" I~ . 
21li~<1JJEiltb'CJ1!'!. RM 1" Ii I. ( . JEiU' J: ~ 
Iiiltl .. 1"l1l'J SM /; I' ; Ill;;';", III \ 'te. 



一

164 基礎心理学研究 第24巻 第2号

課題を実施 し,直後比較することによって検討する.SM

とは,記 憶の情報源(source)を 弁別する活動である.

実 験1で は,行 為を1度 だけ実演または想豫 した場

合,"実 演 したか""想 像 したか"と いう内的SM3〕(inter-

nalsourcemonitoring:Johnsonetal.,1993)に 混舌Lが

見 られるかどうかを検討する,内 的SMと は,起 源が自

己に由来する記憶同士を弁別する活動である.行 為文を
"実演 したか""想 豫 したか"に っいての判断は

,自 己に

由来する記憶の弁別活動であるので,本 研究でも内的

SMと いう用語を用いる.本 研究ではSM課 題 に先立っ

て再認課題を用いるが,実 演条件と想像条件とで再認成

績に差がなく,し かもSM成 績 にも差がなければ,Kor-

mi-Nouri(2000)やGoffandRoediger(1998)か ら示唆

されるとおり,想 像するだけでも実演と同等の表象が作

られている可能性が高いと言えるだろう.

実験2で は,実 演によって作られる表象と想像によっ

て作られる表象 との違いをさらに検討するために,外 的

SM(externalsOurcemonitoring;Johnsonetal.,1993)

を用いる。 これは起源が自己以外の外部に由来する言己憶

同士を弁別する活動のことである,例 えば,あ る単語を

話者Aか ら聞いたのか,話 者Bか ら聞いたのかにっい

ての弁別活動が,外 的SMに あたる.実 験2で は行為文

を男声あるいは女声で呈示 し,ど ちらの声で聞いたのか

にっいての外的SM課 題 を実施する、内的SM(実 験1)

と外的SM(実 験2)と い う2種 類のSM課 題 を実施 し,

直後比較することにより,実 演によって生 じる記憶表象

と想像によって生じる記憶表象との違いを明らかにする

ことが,本 砥究の目的である.

実 験1

方 法

実 験 計 画 学 習 条件(実 演/想 像/音 読)を 被 験 者 内 要

因 とす る1要 因 計 画 と した.

参加 者 大 学 生24名(男 性12名,女 性12名,平 均

年 齢19.3歳,範 囲18～27歳)で あ った.

材 料 対 象 物 を必 要 とせ ず に身 体 部 位 の み で実 演 す る

こ とが で きる 行為 文 を80項 目作成 した(Appendix).行

為 文 作 成 にあ た って,Cohen(198i),EariesandKer・

sten(2002),GoffandRoediger(1998),金 敷(2000)を

参考 に した.80項 目の うち,18項 目ず つ ラ ン ダ ムに振

り分 けた 四つ の セ ッ ト(計72項 目)を 本 試 行 用 と し,実

演 項 目,想 像 項 目,音 読 項 目,テ ス ト時 の デ ィ ス トラ ク

タ ー(NEW)項 目 に割 り当 て た.行 為 文 セ ッ トの割 り当

て は被 験 毒 間 で カ ウ ン ターバ ラ ンス した.残 りの8項 目

(学 習 項 目6項 目,デ ィス トラク タ ー項 目2項 目)を 練

習試行用 とし,こ れは被験者間で同 じであった.学 習

時 ・テス ト時とも,IBM社 製 のノー ト型パーソナルコン

ピュータの液晶ディスプレイ上に刺激を呈示 した.

手続き 実験は個別に行った.

学習段階の手続き カバータスクとして"日 常性評定

課題"を 作成 し,偶 発学習課題とした.日 常性評定課題

とは,呈 示される行為文に関 して,そ の行為を自分が日

常的によく行 うかどうかにっいて5段 階で評定する課

題である.参 加者への教示は,"こ れから呈示する行為文

についてそれがどの程度日常的であるか評定 してもらい

ます。ただし,呈 示文の後に`実 演 して下さい',`想 像

して下さい',`声 に出して下さい'の うちいずれかの文

が呈示されますから,ま ずは,そ の文の指示に従って下

さい.す なわち,実 演 して下さい'と いう指示文が呈示

された らその行為を実演 し,想 像 して下さい'の 場合は

自分がその行為を実演するところを想像 し,`声 に出 し

て下さい'の 場合は行為文を声に出 して音読 してくださ

い.そ の後,日 常性の評定を行 って下さい."と 教示 し

た.

各試行の流れは以下のようなものである.ま ず行為文

を3秒 闘視覚呈示 した後で,実 演,想 像,音 読いずれか

の学習条件を3秒 間呈示する,参 加者は学習条件が呈示

される,こ の3秒 間で,行 為文を実演,想 像,あ るいは

音読 した.最 後に,5秒 間で日常性評定課題を行い,こ

れを1試 行とした.行 為文,学 習条件,日 常性評定課題

間の間隔はそれぞれ1秒 とした,試 行数は実演条件,想

像条件,音 読条件それぞれ18試 行,計54試 行 である

が,呈 示順序は3回 以上同じ学習条件の試行が続かない

という制約のもとでランダム順とした.

学習毅階の手続きを参加者 に正 しく理解してもらうた

めに,本 試行に先立 って練習試行を6試 行行った.練 習

試行で用いた行為文は,本 試行やテス ト試行 とは別のも

のを用いた(Appendix>.

テス ト段階の手続き テスト段階では学習段階で用い

た54項 目に新 しく18項 目のディストラクターを加え

た計72項 目を用いた.こ れ らの項目を,同 じ学習条件

の項目が3回 以上続かないという制約の もとに ランダ

ム順で呈示 した.な お,呈 示順序は参加者間で固定 した、

テス ト課題は再認判断SM判 断,確 信度判断からな

る.ま ず行為文を1文 ずっ3秒 間呈示 し,そ の項目につ

いて学習段階で"見 た"か"見 なかった"か にっいての

再認判断を してもらい,"見 た"と 答えた場合は,そ の項

目を実演 したのか,想 像したのか,音 読 したのかについ

てのSM判 断 を行 ってもらった.そ の後,そ の判断に対

する確信度(4件 法)を 回答 して もらった.確 信度は"見
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なかった"と 判断した場合はその判断に対する確信度を

回答 してもらい,"見 た"と 判断した場合はどの条件で見

たのかという判断に対する確信度を回答 してもらった.

回答はA4判 の回答用紙に記入 してもらった.回 答時間

は自由であった,

テス ト段階の手続 きを参加者に正 しく理解 してもらう

ために,本 試行に先立 って8項 目について練習試行を

行 った.練 習試行では,学 習段階での練習試行で用いた

6項 目に2項 目加えた8項 目(本 試行とは別の項目)を

用いた(Appendix).学 習段階終了後からテス ト本試行

までの時聞は8分 であった.こ の8分 の間に,被 験者は

テス ト段階における練習試行を した.

実験終了後,参 加者にカバータスクの目的などにっい

て説明 し,デ ブリーフィングを行った.

結果

再認課題とSM課 題の成績をTable1に 示 した,

再認成績HIT数 について1要 因分散分析(以 下,実

験1で は単に"分 散分析認とする)を 行なった結果,学

習条件に有意な効果が見られた(F(2,46)=3.32,p<.05).

TukeyのHSD検 定 による多重比較(以 下,単 に``多 重

比較"と する)を 行なったところ,実 演条件が音読条件

より高い傾向があった(p<.06).他 の条件間に有意な差

は見られなかった,FA(FalseAlarm)数 についても分

散分析を行 ったが,学 習条件に有意 な効果は見 られな

カ}った(F(2,46)==1.8王,nLεL)、

SM成 績 どの条件で学習 したかを正 しく判断できた

項醤の数を正答数 とし,分 散分析を行 った.そ の結果,

学習条件の効果が有意であった(F(2,46)=150.65,p<

.01).多 重比較の結果,実 演条件と想像条件が音読条件

より有意に高かった(そ れぞれ,p<.Ol;p<.Ol).

また,あ る条件で学習 したものを誤って別の条件で学

習 したと判断した項 目の数を誤帰属数とした,例 えば,

想 像条件で学習 した項 目を誤って実演条件で学習 したと

判断した場合は,実 演条件の誤帰属数に 王をカウントす

る,誤 帰属数について分散分析を行 ったところ,学 習条

件の効果が有意であった(F(2,46)=148.81,pくD1).多

重比較の結果,想 像条件が実演条件,音 読条件より有意

に高かった(そ れぞれ,p〈.O王;p〈.OD.

確信 度は1～4の4件 法で数値が高いほど回答に対す

る確信が強いことを示す.SM課 題で正答 した項目にお

ける確信度について,分 散分析を行ったところ,学 習条

件の効果が有意であった(F(2,46)=40.39,p<.01>.多

重比較の結果,実 演条件の確信度は想像条件,音 読条件

より有意に高 く(そ れぞれ,p<.01;p<.0ユ),想 像条件の

確信度は音読条件よりも有意に高かった(p<.05).

っ まり,実 演条件はSMが 正確で,他 の条件からの誤

帰属が少なく,確 信度が高い.こ れに鰐 し,想 像条件で

はSMは 正確だが他の条件からの誤帰属が多く,確 信度

が実演条件より低い.ま た,音 読条件ではSMは 不正確

だが他の条件からの誤帰属 は少なく,確 信度が最 も低

い.

なお,SMに お ける誤答の分窃を学習条件を行にと

り,回 答を列にとって検討 した(Table2),対 角のセルが

正答を表 し,対 角以外のセルが誤答を示す.そ の結果,

実演 した項目を"想 像 した"と 答える誤帰属数(26)の 方

が,想 像 した項目を"実 演 した"と 答える誤帰属数(6)よ

りも多かった、また,音 読で学習 した項目を"想 像 した"

と答える誤帰属数は245だ が,想 像で学習 した項目を

"音読 した"と 答える誤帰属数は34で あ
った.誤 帰属の

パターンは非対称だと言えるだろう.

考 察

実験1の 目的は,実 演と想像に違いがあるどうかを内

Tablel

MeansforRecognitienandSourceMonitoringtestsinExperiment1

Studycondition
Test

Enact Imagine Vocallze

Recognitiontest

HIT*1

FA

Sourcemonitoringtest

Correctresponse*1

M三sattributionerror

Con員denceforcorrectresponse*2

7

0

7
-
0

1

16.4

α6

3.9

貞
)

7⊥

7

(
U

1

15.9

1L4

3.1

9
臼

∩
V

7

∩
V

1

ρ0

6

8

ハO

1

2

*1=ThescorerangesfromOto18
.

*2:ThescGrerangesfromlto4
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Table 1 
Means for Recognition and Source Monitoring tests in Experiment 1 

Test 

Recognition test 
HfT*l 
FA 

Source monitoring test 
Correct response*l 
Misattribution error 
Confidence for correct response*2 

*': The score ranges from 0 to 18. 
*2: The score ranges from 1 to 4. 

Enact 

17.7 
0.0 

16.4 
0.6 
3.9 

Study condition 

Imagine 

17.6 
0.1 

15.9 
11.4 
3.1 

Vocalize 

17.2 
0.0 

6.6 
1.6 
2.8 
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的SM課 題により検討することであった.ま ず,再 認成

績にっいて,次 にSM成 績について考察する.

再 認課題では音読条件よりも実演条件においてHIT

数が高い傾向があり,SPT効 果 の傾向が見られた.一

方,実 演条件と想像条件のHIT数 には有意な差は見 ら

れず,FA数 にも学習条件間の差はなかった.HIT数 に

っいては,Kormi-Nouri(2000)が 再生課題で得た結果

と同様であったとも言える.し か し,全 体に有意な差が

見られにくかったのは,ど の条件においても再認成績が

高く,天 井効果が生 じていたためである可能性は否めな

い,実 際に差がないのか,検 出できなかっただけなのか,

今後確認 していく必要がある.

SM課 題 では,実 演条件と想像条件の正答数は音読条

件よりも多かったが,実 演条件 と想像条件には差がな

かった.実 演したものは"実 演"に,想 像 したものは``想

像"に,同 程度に正 しく帰属が行われたことになる.た

だし誤帰属数は,実 演条件,音 読条件よりも想像条件の

方が有意に多かった.特 にTable2で 検討 したように,

想像が"実 演"に 誤帰属されるケースよりも,実 演が"想

像'に 誤帰属されることの方が多かった(そ れぞれ6と

26),ま た,想 像が"音 読"に 誤帰属されるケースより

も,音 読が"想 像"に 誤帰属されることの方が多かった

(それぞれ34と245).

この非対称な誤帰属 の結果は,実 演条件や音読条件に

おいて,活 動に固有の要素(例 えば実演では実演に固有

の運動出力要素,音 読では音読に固有の言語出力要素)

とイメージ要素の両方が作 られるが,想 像条件ではイ

メージ要素 しか作られなかったために生 じたと考えるこ

とができる.実 演したものや音読したものはイメージ要

素を含むために"想 像"に 誤帰属されることが多いが,

想像 したものにはイメージ要素しか含まれないために,

実演や音読には誤帰属 されにくか ったのではないか.

SPT課 題の枠組みで考えれば,実 演に固有の記憶属性

こそが,運 動 プログラムによって形成されるSPT特 有

の表象なのだと推察 される.

また,音 読 した項 目が想像 したものとして誤帰属され

る割合が特に高かった(Table2)が,こ れは反応バイア

スのためであると考えられる、っまり,音 読 した場合に

は実演 した場合ほど"自 ら行 ったもの"と して記憶痕跡

が強く形成 されないため,"自 分 が行 ったからには覚え

ているはずだが,自 分が行った覚えはないので,こ れは

きっと想像しただけに違いない"と いったバイアスが生

じたと考えられる.こ のバイアスのために,音 読した項

目が想像したものとして誤帰属される割合が高かったの

だろう.実 演 した場合には"自 ら行ったもの"と して記

憶痕跡が強く形成 されるために,こ のようなバイアスが

生 じなかったのであろう。SM課 題 において,親 近性の

高いNEW項 目は自分以外の外的 ソースに帰属 されや

すいという"lthadtobeyou"(1'drernemberifitwere

me")effectが 生 じると考 え られて い る(J◎hnson&

Raye,1981).本 研究においても,こ れと同様の効果が生

じたと言えるだろう,本 研究における音読項目は親近性

の高いNEW項 目ではないが,自 分が行った覚えはない

けれどOLD反 応 しやすい項 目という点では共通 してい

る.ま た,想 像項目は外的ソースではないが,自 分が実

際に行ったこと以外の対象という点では共通 している.

したがって,音 読 した項目が想像 したものとして誤帰属

される割合が特に高かったのは,"Ithadtobeyou"

effectと 同様の反応バイアスが生 じたためであると考え

られる。

なお,SMに 関する確信度は実演条件の方が想像条件

よりも高かった.ConwayandDewhurst(1995)は 記憶

の想起意識に注目し,想 像条件より実演条件の方があり

ありと思い出せる(remember)こ とを示したが,本 研究

でも同様の結果 となった,実 演に固有の記憶属性がある

ことが,実 演条件におけるSMの 確信を高めたと考えら

れる.

以 上,実 験1で は"実 演か,想 像か,音 読か"を 弁別

Table2

ResultsfromSourseMonitoringtestforeachitemtype

SourceMonitoring

Itemtype
Enact Imagine Vocalize New

Enact

Imagine

Vocalize

New

3

ρ0

7

ー
エ

93 26

鐡

245

3

5

34

159

0

7

10

20

塑

Note.Eachnumberrepresentsthesumofresponsesfroma茎lparticipants、

Numbersofcorrectresponseswereunderlined、Therewerenoresponsesfor2items.
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Table 2 
Results from Sourse Monitoring test for each item type 

Source Mon itoring 
Item type 

Enact Imagine Vocalize New 

Enact 393 26 5 7 

Imagine 6 382 34 10 
Vocalize 7 245 }59 20 
New I 3 0 428 

Note. Each number represents the sum of responses from aJJ participants. 
Numbers of correct responses were underlined. There were no responses for 2 items. 
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させるSM課 題を行った.そ してその結果から,実 演条

件ではイメージ要素に加えて実演に固有の要素が作 られ

るために,他 の学習条件か ら"実 演"へ と誤帰属される

ことは少なく,確 信度も高いのだと考えた.で は,「司じ

SMで も,実 演に直接含まれない情報,例 えば文脈情報

間のSMは 実演によって促進されるのだろうか.実 験2

で は材料の呈示音声のSMを,実 演条件と想像条件とで

比較 し,実 験1の 結果が文脈情報にまで拡張できるかど

うかを検討する.Koriat,Ben-Zur,&Druch(1991)は,

行為 の実演によって項目それ自体の記憶 は促進 される

が,地 理的文脈(ど の部屋で項目を学習したか)の 記憶

は促進されないことを示 した.し かし,彼 らの結果の解

釈としては二つの可能性が考えられる,一 っは,実 演に

注意資源を奪われたため,文 脈情報にまで資源を配分す

ることができなかった可能性である.二 っめは,実 演に

よって運動プログラムは活性化するが,そ れ以外の情報

は活性化 しない可能性である.こ の二つの可能性のどち

らが妥当であるかは,文 脈情報への注意を統制すること

によって決定することができるだろう.そ こで,実 験2

では材料の呈示音声(女 性の声で呈示するか男性の声で

呈示するか)を 操作してSM課 題 を実施する,参 加者が

実演するのは材料が呈示された後であるため,注 意資源

が実演に奪われて文脈情報に配分されないということは

なくなる.外 的ソースとしては,刺 激材料の色を区別さ

せるなども考えられるが,こ こでは動作に伴う外的ソー

スとして自然であるのは音声だと考え,音 声を用いた.

実 験2

方法

実験計画 学習条件(実 演/想 像/復 唱)を 被験者間

要因とする1要 因計画とした、

参加者 大学生36名(男 性18名,女 性18名,平 均

年齢19.8歳,範 囲18～25歳)で あった.こ の36名 を

12名(男 性6名,女 性6名)ず っ,3っ の学習条件に振

り分けた.

材 料 実験iで 使用 したものと同 じ行為文72項 目

を,24項 目ずっ ランダムに振 り分けて3つ のセッ トを

作成 した.そ の3っ の行為文セットを,男 性の声で読み

上げる項 目,女 性の声で読み上 げる項目,テ ス ト時の

ディス トラクター(NEW)項 目 に割 り当てた.行 為文

セットの割 り当ては被験者闘でカウンターバランス し

た.学 習段階では,カ セットテープ レコーダーで行為文

を呈示 した.呈 示用の行為文 は,24項 目 を男性(23

歳 ・大学院生)の 声で,24項 目を女性(26歳 ・大学院

生)の 声で録音 した、テス ト段階では,IBM社 製 のノー

ト型パーソナルコンピュータの液晶ディスプ レイに行為

文を呈示 した.

手続き 実験は個別に行った.

学習段階の手続 き 実験1と 同様に偶発学習課題と

し,カ バータスクとして"日 常性評定課題"を 用いた.

実験1と 異なり,学 習条件を被験者間要因とした.1

試行 は次のような流れであった.ま ず行為文が約3秒 間

呈示される.次 の3秒 間で,参 加者は学習条件に応 じ

て,行 為文を実演するか,想 像するか,復 唱 し,最 後に

5秒 間で日常性評定課題を行なった,行 為文(男 性の声

による項目24項 目,女 性の声による項目24項 目)は,

同 じ声が3回 以上続かないという制約のもとでランダ

ムに呈示した.行 為文の学習(実 演/想 像/復 唱)と 日常

性評定課題 との間隔,日 常性評定課題と次の行為文が呈

示されるまでの間隔は,そ れぞれ1秒 であった.日 常性

評定課題の開始時には,テ ープか ら実験者の声で`評 定

して下 さい"と いう合図が流れた,実 験1と 同様,本 試

行に先立 って練習試行を行 った.

テス ト段階の手続き テス ト段階では学習段階で用い

た48項 目にディス トラクター24項 目を加えた計72項

目を用いた.こ れらの項目を参加者に,(学 習時に)同 じ

音声で呈示 した項 目は3回 以上続かないという制約の

もとで,ラ ンダム順で呈示 した,被 験者間での呈示順序

は固定 した,ま ず,行 為文を3秒 間呈示 し,学 習段階で
"聞いた"か"聞 かなか

つた"か 再認判断してもらう,"聞

いた"と 答えた場合は,そ の項目が男女どちらの声で呈

示されたかをSM判 断 してもらった.そ の後,そ の判断

に対する確信度を(4件 法)を 回答 してもらった."聞 か

なかった"と 判断した場合には,そ の判断に対する確信

度を回答してもらった.回 答は参加者のペースで行い,

A4判 の回答用紙に記入 して もらった.実 験1と 同様,

本試行に先立 って練習試行を行 った.学 習段階終了後か

らテス ト本試行までの時間は8分 であった.こ の8分 の

間に,被 験者はテス ト段階における練習試行をした.

結果と考察

再認課題 とSM課 題 の成績をTable3に 示す.

再認成績H至T数 にっいて1要 因分散分析を行 った

ところ(以 下,単 に"分 散分析"と する),学 習条件の効

果は有意でなかった(F(2,33)=.10,n.s.〉.FA数 につい

ても分散分析を行ったが,学 習条件の効果は有意でな

かった(F(2,33)=.57,n.s.).

SM成 績 男女どちらの声で聞いたか正 しく判断した

項目の数を正答数とし,分 散分析を行った.そ の結果,

学習条件の効果は有意でなかった(F(2,33)==.78,n.s.).

しか し,確 信度にっいて分散分析を行った結果,学 習条

,,;t-1>SMOl!iffi";:·lT?t:. 'cL.T'H1)I;5!1!IJ'G, :>i:iii;~ 

{'F"l;!, I - "Ji'lliI: 1l!I,,- T:>i:iiill:II1I'A"'Ji'*IJ'itGn 

-1> I: >'> I:, {1!l"''ltWlI,',{4IJ'" ":>;iii; ' ~ I: ~I;~" n-1> 

~ I: li,J>t" <, l'JiFaOC j, /.!i' '",I:'I:,\j "-I:. 1"1;1, fiij ~ 

SM Tj" :>i:iliil: i1i:!llig ,UtI" "li'1'11l, 1I11"-lixlDi\ililli 
r.,,,, SM I;!"'ilill:..t ?TliEi!!",n'.> ",I::", oj >l.'. :>i:~2 

"i;lt!"''''''iF~i'' Ii) SM i, "'ilii~{'f I: 'flHg,~j'Fl: 1" 
ltg: L, ~If#i 1 O)**~;I;~:Z~tRW.i;: '* L"1Jt5!k-e & ¢ 1;, c.~ 

? t;)~~tf-t.o. Koriat, Ben-Zur, & Druch (1991) tt, 

lTa"':>i:.~~?yg§~n~."'~.i;lliEi!!.nQ 

lJi. ltill!IHfJXIIi\ (/:,,,,llIil., .. ,,:qj§ i$';!O' L. I:>l') "''oW: 
't{IEilllts-tlji.~\::"c~~L.t:. . LtJ1L. f1Jif:,QJ*E~CDM 

%'<1: Vnt:::'o",Ojllllt.fM""-,,nQ . --~I;!, "'iJlil: 

iJo:llt~ili1H'hn t: I: >,>, XIDi\~<I1I: £ 1"l'!ibH,I!C:$1-t 

1~1:~".U~?I:OjIlllBTAI . :::?>'>i;l , :>i:.~ 

J; ? T iU!p' p l' '7 "';!iliB1tTI "', -\' ni)1j."'jj'j<l1 

Ictilittit L. I." Oj~"ttT <l'> I . ~ ",.::? '" OJIfHf'" ,,' l; 
G >l''Ik!;'l TAl iH;t, XIli\r.t<l1~"'iJo :e.HUII-;-I;: I: 

I:~ ?YmlE-;-l~ I:IJ'T·. II::", ? -\'~ 1", "'!i!i 2 
L" t1:f-f*40)§hF~F!5 (~ttO)~t:'~7f;T ~ 6,~i!t0);WL" 

~)j\-;-IIJ') HllfFL.Y 8M;J!11lii~TI. i'1J1:Jj!fIi' 

"'Ili!-;-I '" 1;!t!tM'li1iF '" nl: "''1:' <l'> I I: Ib, iJo~'Otill. 

IJ':>i:Ili!I:'I!lh n Y:ZllIi\ffllliI: 1!C:$1' nIH' I: " oj ~ I: I;! 

I. < I. Q. 9i-if]~ - A I: L. -C Ii, ~11i!lt"fff"'§H")J II '" 
-It .0 I./:, b'll'''- Gn.otJ', ~ ~ "'I:til!itl:,,\<?9i-if]'J­
;<; c L T ElrJ -C.:fJ {) 0) :;t"iifP'it:: C ~;t, .g.p;- ~.If} \" 1:: , 

1ii! 
"'~,t~ 'l'1ll'!lId'F (,;,iii! I lllffl: I il!'~) ~lBi~j!fr"1 

~~ 1:', .0 1 ~f1ll-rii!i I: L I~. 

~jJU" *'l'~ 36 eg ("!lB 18 eg, fttt 18 eg, 'l"lSJ 
!j:1i;\19.8>:t, fljIl!l18-25!il:) -r:~·,t:. ;:"'36ci;>, 

12 eg (''!If<E 6 eg, fti'lo 6 eg) T-:>, 3 -:>"''l'WI~i'FI;:," 

~ 71ltt~. 

t!~ "'!i!iIT~fflLl:b"'I:~~lT~:Z72~§ 

i, 24IJj§T"?7";--L.':l1i'~:$1't Y3"?"''''" fi 

f'I'JiIi. L.t:. -\' '" 3 ? "'h:!\:Z"'" f i, "Ilf<E"''''''t'i.,. 
~~I~§, ftS"''''T • .,.~~~g§, ~Af_'" 
7' ~ A f ,,19 - (NEW)g§ 1:*Ij~ !;'l-CI:. lTa:z 

t7~V~~~~Tlj.~~MTb~~1-/~5~xL 

t:, ~1N~I"~T'j, 1; ~";I ~ 7-7' l/::! - 9"- C'IT~J( 

<>- .. iF Lt:. llUi'ffl "'iTa:z Ii , 24g§ iJlltt (23 

tIf; ,*'It!i;;~) "'''''t!, 24:qj§ ;;ofti'lo (26/ii ' *'l'llJi 

~) "'''''1:''''if L t:. ~ A f IliP'liTl;!, IBM .ii!i:!'" I -

167 

bID~ '" -'J -j-lv::J y t ".:;t. -1Q)iK~T -( X7"l/-1I;:: i-rti 

Jt~ ~if~ L 1::, 

'¥Il'i~ :>i:!i;\"I1!J~IIi:lT? 1:. 

$l1Hll:r.I"''¥m~ ji1lji 1 I: fiijllH:iJl!!1!'l''/;';m@1: 

L, tJ " - 9 A? c L -r "B'iili'loWlEilIUlli" ~fflt'I:. 

ji1Q 11:"". ~ , !Jtl!?l!.d"H8i',l;<i'r.l'l!'~c Lt::. I 

'''IT :U':'''~ ? t"iiitn T<l'> 0 I:. t TlT~:ZIJ'''' 3 t.no' 
.. iF;' n I. <X'" 3 !1>r.l't!, i'Jmj!f 1;t'l'';!O'~j'f I: It; l: 

-c, iT~:Zili[iiH{,"' , l!!~-;-:O;6', jj("~L., Ji!<iltl: 

51'J>r.'TEl1itBW)'EllIUlliilT
'
J? 1:. lTl;:Z ("Iltt"'''' 

,:~ QlJ'i§ 24 gEl, P:t'lo"''''':~ .og§ 24 ~§) i;l, 

F5.J L: PJt;! 3 @JJ2Lt,ttclJ~ t,n' c \" -; %lJ¥-.! OJ b c -e.,. ~ l ' 

AI;:~Uf,;Lt;:, .ff~Jto):¥~ (*~/:t!H~/mo~D c a-m' 
B!flE!!I!ll!il: "'r3111i!, B 'll:tti'l'lEi!H!i1: <x"'lT~:ztJ'" 
iF.nltT"' •• li, 'cn~n l !1>'1:'A?I:. B.R 
iWlEilI!lIil"'Ilfll!;Hi;I: Ii, T - :fl;, ~ :>i:ljij!f",J"T ";>flE 

L.YT;"'· 1:"?f'if~Jb<tttnl~. :;'',1; Il:filJlit, 2ji:", 

~T I;:)\:JZ: -:J TilI!~iit1T~1T? 1::. 

'7-"- ;'IJI:/II'OJ'¥m" TA f/ltIll!i";t'tWlIJt""'<'ffl" 
I: 48 J1i§ I: 7' ~ A f '7 71 - 24 I!l§ ;;oVO,- I~!t 72 lJi 

§>'ffl"I:. ~nG"'lJlElH;Voj!fI:. ($';!O'Si;' I: ) fiijl: 

ifil'T¥i!\ L. I: l]j § Ii 3 @li)~IIi>l' IJ " I: " ? ~illt-J '" 
b I: '1:' , "";-- L'~IIi't!":iF L. 1: . 1i<ljij!fr,'T"'¥iF!1Ii11' 
lilllllE L 1:. "'I", IT!.ilY:i 3 fN.'.'l1iF L, <jt'l\'Ijtp,§T 

"Ill1\' 1:" ", "1liI tJ, I";' ? 1:" tJ,j!j!i\*111Vi L. Y " G ? "I!II 
t.' t:" c1f.t.t.:1jg-@rli, JCOJlJl§:bi!Jj!cc'!:> GO)PL"~ 

iF.:h.I:tJ,i8M'IIJWiL -rtG?I:. -\''''ilt, ~"'~11 1IIi 

I:tt-t Mliml.fi (4 {'fi!) ic@l'l!'L. -C t ~ 0 t::. "1>il1" 

l.tJ,? 1:" c'llIIllfL.t::ll!~I:I:t, 'c"'*,IIIIi':"~',:;!Ii{i'; 

!3t.~@]~ L T b 'G? 1:.., @]11Hit§:!JI1*,'o)«- X L"'ff~'. 

A4 'i'J"' @I'l!'fflll\l;:lcALY;' ~? 1:. :;,~ 1 I:""lift, 
2ji:",lTI: l\;ll: ? -rj;!['Illi(lTHr? 1:. 'tWi/ltl't!ilt 71&:1;, 

"TA f 2ji:ttlT1 1" "'lI!ir,1 It 8 >tT"hl:. ~"'8>}'" 
mil:, j$iljij!fl;t T A f /lt1ll\1: to if<, IllFIl'it.if>' L. t::. 

lit~ I: '" li( 
jlj,~il11!li1: 8M i1!1Ili"'Jili.ilti Table 3 I:",-t . 

jljOl!,",~ HIT 1& I;: "? "Y 1 ~t'SJ:$1ll!1:$1lJT >'IT? I: 

I: ~", (1)1', $1: "711it:$1lJT" I: -t :0), <jtWl~('f"''!<IJ 

ll!1:tff:!l;TIH'?I:(F(2, 33)~.IO,n.s.). FAlXl: ?" 

Tb~a9fi~fi?k~, $a~~O)~.~~.~~ 

iJ'? I: (F (2. 33) ~.57, ,,-s.). 

SM Jili.1l'l !ilP:/:,l; (''''i'''''f1iI''I:Ii'iE L. < flJllliL I: 

g§"'lXiiEti'l&1: L, :$1ll!1;tlfiilT? 1:. ~"'l1im, 

'tl1ll,',{4!1)'!<IJmliff;Ii!TI. tJ,? I: (F(2. 33)~.78. n.s.). 

Lb'L, liliH"OCI:"? we :$111!::$1lfiiclT? t::1.m, 'tWl~ 



r

168 基礎心理学研究 第24巻 第2号

件の効果が有意であった(F(2,33)=5.19,pく.05).多 重

比較を行 ったところ,想 像条件が実演条件よりも有意に

高かった(p<.01).っ ま り,SM正 答数には差がなく,確

信度 は想像条件が実演条件よりも高かった.、

以上,HIT数 とFA数 に も,SM課 題の正答数にも学

習条件間の違いはなく,確 信度ははむ しろ想像条件の方

が実演条件よりも高いことが示されたt確 信度は実験1

で は実演条件が想像条件を上回ったが,実 験2で は逆に

想像条件が実演条件を上回った.実 験1に おける実演条

件での確信度は,"実 演 したもの"を"実 演 した"と 認識

できた場合の確信度である.ま た,想 像条件での確信度

は,"想 像 したもの"を"想 像 しだ'と 認識できた場合の

確信度であった,そ のため,実 験1で は,す でに考察 し

たように,活 動に固有で痕跡の強い要素とイメージ要素

に基づく確信度(実 演条件)の 方が,イ メージ要素のみ

に基づく確信度(想 像条件)よ りも値が高 くなったので

はないか.一 方,実 験2に おける確信度は,実 演条件,

想像条件 ともに,"女 声 で聞いたもの"を"女 声で聞い

た","男 声 で聞いたもの"を"男 声で聞いた"と いう確

信度であった。女声,男 声の違いは活動を行う上で直接

用いられることのない情報だと思われる.実 演条件では

活動に固有な要素があるために,記 憶表象に占める女

声,男 声に関する要素の割合が相対的に低 くなったのか

もしれない.そ の結果,む しろ想像条件において,女 声,

男声に対する確信度が相対的に高 くなったのだと考える

ことができる.実 験1で 見られた,実 演条件では誤帰属

が少ないという結果(い わば,内 的SMに お ける実演条

件の優位性)は,文 脈情報の外的SMに 関 しては拡張で

きなかった.ま た,実 験1で 見 られた,音 読条件よりも

実演条件 においてHIT数 が高 いという傾向は,実 験2

で は見られなかった.こ れは実演と音読(復 唱)が 被験

者間要因か く実験1),被 験者内要因か(実 験2)と いう

手続 きの違いによるものかもしれない.実 験1で は,参

加者 は行為文が呈示されるまで,ど の条件で学習するか

の指示を与えられなかった.学 習条件の指示はランダム

に与えられるので,特 定の方略を準備 し,用 いることは

困難であっただろう.実 演による符合化は非方略的ある

いは自動的になされる(Cohen,1983)た めに注意資源を

あまり必要としないが,音 読による符号化は注意資源を

必要 とする.し たがって,注 意資源を配分できない実験

1で は,HIT数 にっいて実演条件が音読条件を上回る傾

向が見られたのだと考えることができる.こ れに対 し実

験2で は,参 加者 は一貫して実演か想像か復唱を求めら

れた.復 唱群では課題を繰 り返すうちに,よ り効果的な

方略が工夫され,効 率的な記銘(案 演条件と同程度の記

銘)が 可能となったのではないか.そ のため,実 演条件

と復唱条件のHIT数 に差が見 られなかったと考えられ

る.そ のため,実 験1で は実演効果の傾向が見 られ,実

験2で は見 られなかったのだろう.再 認に限 らず,今 後

は手続 きをより統一 して内的SMと 外 的SMに っいて

も相対的に検討する必要があるだろう.

全体的考察

本研究の目的は,2種 類 のSM課 題を用いることによ

り,実 演によって生じる記憶表象と想像によって生 じる

記憶表象の違いを明らかにすることであった.

実験1で は内的SM課 題 を用いて実演条件,想 像条件

での記憶表象の違いを検討 した,そ の結果,実 演条件で

は誤帰属が少な くSMの 確 信度 も高いことから,実 演に

特有の要素が形成されたのだろうと考察 した.こ の結果

は,想 像 した行為が実演されたものとして想起されうる

ことを示 したGoffandRoediger(1998),Thomasand

Loftus(2002),お よびThomasandBulevich(2003)の

結果とは異 なっている.本 研究とGoffら を はじめとす

Table3

MeansforRecognitionandSourceMonitoringtestslnExperiments2

Studycondition

Text
Enact Imagine Vocalize

Recognitiontest

HIT*1

FA

SourceMonitoringtest

Correctresponsenumber*i

Con負denceforcorrectresponse*2

0

2

7
-
0

4

5

8

4

1

2

7
9

1

46

0

β

5

25

2

8

3

ハ
0

(U

4

0

1

7
8

9
釦

2

*1:ThescorerangesfromOto48 .

*2:Thescorerangesfromlto4 .
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Table 3 
Means for Recognition and Source Monitoring tests in Experiments 2 

Text 

Recogniti on test 
HIT*1 
FA 

Source Monitoring test 
Correct response number*1 
Confidence for correct response*2 

*1: The score ranges from 0 to 48. 
*2: The score ranges from 1 to 4. 

Enact 

47,0 
0,2 

24.5 
l.8 

Study condition 

Imagine 

46,9 
0, [ 

25,6 
2,5 

Vocatize 

46.8 
0,3 

27,0 
2,1 
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る三っの研究では,行 為文を想像させる点は同じだが,

想像させる回数 と保持期間とが異なっている.三 っの先

行研究では,最 大5回 まで想像を行い,保 持期闘はいず

れも2週 間であった.先 行研究では実演条件と想像条件

の学習直後の比較は行っていない.し か し本研究の結果

からは,少 な くとも学習 した時点では,実 演条件と想縁

条件では特性の異なる表象が作 られると言えるだろう.

先行研究のように保持期間をあけると,実 演表象 もイ

メージ表象も痕跡が薄れてくる.そ の上でどちらの表象

に対 して もイメージ処理を繰 り返すので,弁 別が困難に

なるのかもじれない.

HomsteinandMulligan(2004)は 学習条件 として

SPTsと 実 験 者 実 演 課 題(Experimenter-Performed

Tasks:EPTs)を 設 け,行 為文を実演 したのは``自分"か

"実験者"か というSMテ ス トを実施 した
.そ して,SM

正 答率にはSPT条 件 とEPT条 件 で差が見 られないこ

と,NEW項 目か らの誤帰属はSPT条 件 の方がEPT条

件 よりも少ないことを示 した.本 研究の実験1は,彼 ら

の結果 と類似 している.Hornsteinら は誤帰属 の結果

を,FAが 外的ソースに帰属されやすいという"lthad

tobeyou"effect(J◎hnson&Raye、1981)の 再現であ

るとした,"あ った"判 断 しても,実 演の痕跡が残ってい

ない記憶表象は"自 分"以 外のソース(EPT)へ と帰属 し

やすい,と いうことであろう.本 研究の実験1に ついて

は,実 演に特有の託臆 痕跡があったからこそ,そ ういう

痕跡を持たない他の言E臆表象からの誤帰属が少なかった

のかもしれない.

実験2で は,実 演が材料の呈示音声のような外的文脈

のSMを も促進するかどうかを,外 的SM課 題 によって

検討 した.そ の結果,文 脈情報間のSMは 実演によって

は促進されないことが示された.こ れは,実 演によって

地理的文脈の記憶は促進されないことを示 したKoriat

etal.(1991)と 同様の結果である,彼 らの研究では,実

演によって文脈の記憶が促進 しなかった.そ の理由とし

て,次 の二っの解釈が考え られる.一 っは,実 演条件で

は実演に注意資源を奪われ,文 脈にまで注意が行き渡 ら

なかったために,文 脈の記憶が促進 しなかったという解

釈である.二 っめは,実 演によって行為それ自体の記憶

は促進されるが,そ れ以外の情報 は活性化 しないため

に,文 脈の記憶は促進されなかったという解釈である.

本研究の参加者は,行 為文を聞いてからそれぞれの学習

を行 った.本 研究で異なるのはその後の学習処理であ

り,行 為文呈示時における文脈への注意配分 はどの条件

でも等 しいと考えることができる.し たがって,実 験2

の結果は注意配分ではなく,行 為実演の特性によって生

じたものだと考えるのが妥当であろう.Koriatetal.

(1991)に っいては可能な二つの解釈のうち,本 研究の結

果により,一 つを消去することができたと言えよう.

ま とめると,SPTsで は実演 した行為それ自体,す な

わち自己内情報の記憶は促進されるが,外 的文脈 いわ

ば自己外情報の記憶は促進されにくいと言えるだろう.

こういった特徴は実演に働 く固脊のプロセスの一っであ

り,SPT効 果 を生 じさせる要因の一端を担 っているの

かもしれない.

で は,ど のような情報が実演に固有の情報なのだろう

か.Daprati,Nico,Franc,&Sirigu(2003)は,自 己への

気づきに障害があるとされる統合失調症患者ではSPT

効果 が損なわれるという結果を得た.こ うした結果か

ら,彼 らは体性感覚や自我関与(self-involvernent)な

ど,動 作 主(agent)の み が 得 られ る一 人 称 の情 報

(first-personinformation)がSPT効 果 の決定要因だと

主張 している,起 源が自己に由来する記憶同士を弁別す

る内的SM課 題 において実潰条件の成績が高か ったこ

とか ら,本 研究でも実演によって一人称の情報が作 られ

たと考えられる.

また,生 成効果の研究では,生 成は項目それ自体の記

憶を高めるが文脈情報の記憶は向上させないという項目

一文脈 トレー ドオフ仮説が出されている(Jurica&Shi -

mamura,1999).本 研究でも同様の トレー ドオフが生 じ

ているので,実 演の効果は生成効果の一種だと考えるこ

とができるかもしれない.そ うだとすれば,SPTsに お

いて記憶されているのは"行 為文"で はなく,行 為文か

ら生成した"行 為そのもの"で あるかもしれない.SPTs

において生じる記憶特性を明らかにするためには,そ も

そも記憶されているのが"行 為文"な のか"行 為そのも

の"な のかを,明 らかにする必要があるだろう.
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Appendix

TheactionphrasesusedinExperiments

1鼻 をっまむ

2両 手で双眼鏡を作 る

3手 の指を広げる

4足 を組む

5せ きばらいをする

6あ ごを突 き出す

7伸 びをする

8腰 に手を当てる

9歯 を食いしばる

10ひ じをさわる

11背 中をか く

12唇 をかむ

13首 を横にふる

14深 呼吸をする

41シ ー ツとする

42う っむく

43首 を回す

44上 を見る

45み けんにしわを寄せる

46片 足 をあげる

47親 指 をなめる

48Vサ イ ンをする

49ほ おをさわる

50カ こぶを作 る

51耳 たぶをひっぱる

52足 を伸ばす

53手 招 きをする

54ま ゆをあげる

15両 手 の指を組み合わせる55ば んざいをする

16敬 礼 をする

i7首 をかしげる

18手 をふる

19ま ばたきをする

20ガ ッツポーズをする

21手 をこする

22息 を吹 く

23耳 をかく

24目 をこする

25手 でOKを 出す

26耳 をふさぐ

27腕 を組む

28あ くびをする

29ひ ざをさする

30唇 をすぼめる

31腕 をかむ

32ふ り返る

33ほ おをふ くらませる

34も もをたたく

35肩 をたたく

36ウ イ ンクをする

37肩 をす くめる

38腹 を さする

39鼻 をか く

40手 首をたたく

56拍 手 をする

57う なず く

58息 を止める

59腕 をっねる

60足 を踏み鳴 らす

61目 を回す

62頭 を抱える

63っ ま先をさわる

64お じぎをする

65親 指 を下に向ける

66握 りこぶ しを作る

67髪 をかきあげる

68ひ たいで熱をはかる

69胸 を たたく

70舌 を出す

7正胸をなでおろす

72指 をパチンと鳴 らす

73あ かんべ一をする

74唇 をなある

75頭 をか く

76指 でバツをっ くる

77足 首 を指差す

78爪 をかむ

79ほ おづえをっく

80机 で ピアノを弾 く

Note.No.73～8Gite訂lsareforpracticetrials、
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Appendix 
The action phrases used in Experiments 

I.~'?"' U 41 ,, - .,<,:'t~ 
2 iiIj'F<:;.J(QH~HH 42 ?'?U< 
3 'FO)jHa;Ij'~ 43 ilIH!I't 
4 JEUllu 44 J:Hi'.~ 
5 t!'~lt.;,,'!:c't~ 45 ",.,tA-l:l..b"';!;t!' .. 
6 ibt'~~~I±lT 46 JtJE-'C.i)I;Y.o 
7 i$(i''!:c 't~ 47 nm~tH')~ 
8~"'FE~T~ 48V~~ ~'!:c't~ 
9I1Eft"Llt~ 49 l;l~~;;b" 

10 O[;~ " b" 50 1)i:J'~il~ 
II 1l'rtlEb> ( 51 ]l:t=.J'~O~lf~ 
12 ~H>~' 52 JEH$li't 
13 ,H,lI<l:J,~ 53 'FI1l~~'t~ 
14 "'"~Mt~'t.. 54 £14>~~Ij'~ 
15 iiIii'FO)mH!I.""~bt!'~ 55 ItA..g,,'!:c't~ 
16 Ij!('L'!:c't ~ 56 lE'F~'t .. 
17 '1l''!:c;'>l..lf~ 57 ';tJ:T< 
18 'F~.J.~ 58 .@. '!:c.tl:I')~ 
19 :H!f=a~~' ~ 59 "''!:c-:>j,~ 
20 ii·, y,f.-;('!:c't~ 60 JEH~""'.~G·r 
21 'F'!:cC 't~ 61 ElHiiI't 
22 .~.~'!I: ( 62 iUi H21;t ~ 
23 ]I:~'H 63 '?£*'!:c~b" 
24 I3'!:cC~~ 64 "l:~'!:ci'~ 
25 '1'<: OK '!:ctll't 65 *RIli~ TI: !DJ It <; 
26 :E(EJ. '" (> 66 JIl! ~ ".' L H'H 
27 IIliiHilu 67 ~H>HilY6 
28 ~ «(i''!:c't.. 68 Ot.:"<:!!!I~ltli>~ 
29 OgE"''t~ 69 Jl(;JEt=t, < 
30 'i11'!:c'tI;rI')~ 70 6HIl~ 

31 "'~Ii>U 71 JJt~t""t;", ... 
32 J.~;tjI<; 72 jg'!:c'<'f Y<': ~~';j' 
33 11.,~J, ( G£ti<; 73 ~">k-<-'!:c't~ 
34 b b~t=t= ( 74 \l!1E t" l')~ 
35 li'I~t.: t.: ( 75 '.II'!:c;'> < 
36 7 1 /:7 ~-t~ 7611i-C"'{'Y{f--:>< ~ 
37 jlf~'t < I')~ 77 JE1t'!:cllilll't 
38 JJg:E '" 't ~ 78 ffi'!:cIi>U 
39 .~;'> ( 79 lilt;-:>';tE -:> ( 
40 'F1!iEt.:t.: < 80 Vt<:/o' 7 / E\1!( 

Note. No. 73-80 items are for practice trials. 


